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I. はじめに 
 平成 20 年に政府が「留学生 30 万人計画」を発表して以来、外国人留学生（以下「留学
生」）数は伸び続けており、独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）が発表した「平成
28 年度外国人留学生在籍状況調査結果」によると、平成 28 年 5 月 1 日現在の留学生数は
239,287 人と、前年比 30,908 人（14.8%）増となり、過去最高となっている 1）。留学生数
の増加に伴い、高等教育機関で学ぶ留学生の出身国も変化を見せており、中国、韓国出身
者が占める割合が減少する一方で、ベトナム、ネパール出身者が占める割合が増加してい
る1。本学経営学部においてもベトナム、ネパール出身者の割合が増加しており、2017 年
度は、在籍留学生 131 名のうち漢字圏出身者 58 名（44.3％）、非漢字圏出身者 73 名（55.7％）
となり、非漢字圏出身者数が漢字圏出身者数を初めて上回った2。 
 留学生は、本学経営学部入学と同時に経営学だけでなく語学を含む教養教育科目を受講
し、様々な分野の専門語3に接する。本学経営学部では、学位取得に必要な総単位数は 124
単位であり、そのうち教養教育科目は 44 単位（35.5％）となっている。入学後の授業理
解には、語彙力が直結していると考えられるが、特に漢字で表記される語彙に関しては、
非漢字圏出身者は漢字圏出身者に比べ理解に時間がかかり、学習上の障壁となっているの
ではないかと考えられる。本学において留学生の母語や日本語学習歴が急速に多様化する
中、教養教育科目を含め、経営学部で学ぶために必要な基本語彙を留学生に提示し、学習
機会を設けることは、授業理解の一助になるのであろう。そこで、本稿では、留学生に対
する基本語彙習得教材作成の基礎資料とするため、教養教育科目を含めた経営学部のシラ
バスを用いて、基本語彙調査を試みる。 
 
II. 先行研究 
 高等教育機関で学ぶ留学生に対する語彙教育の重要性から、様々な分野において専門語
に関する研究が行われている。小宮（2014）2）は、「経済分野を専攻する学部留学生の専
                                                  
1 「平成 28 年度外国人留学生在籍状況調査結果」によると、出身国別留学生数は、中国  75,262 人（44.0％、
前年度 49.3％）、ベトナム  28,579 人（16.7％、同 13.2％）、韓国  13,571 人（7.9％、同 8.8％）、ネパー
ル  13,456 人（7.9％、同 5.7％）の順となっている。  
2 本稿では、中国、台湾、韓国出身者を漢字圏出身者、ベトナム、ネパール、モンゴル出身者を非漢字
圏出身者と分類した。韓国は非常に限定的ではあるが、漢字の使用がみられることから「漢字圏」とし
た。また、ベトナムは漢字文化圏であり、「漢越語」と呼ばれる漢字語（音）が使われているが、日常で
漢字表記に接する機会が極めて少ないため「非漢字圏」とした。  
3 本稿では、沖森ら（2012：147）3）の定義に従い、「専門語」を「特定の集団・分野で用いられる専門
性の高いことば」とする。 
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門語不足の問題を改善するため」（小宮：8）、中学、高校の教科書を資料とし、学部入学
前に習得することが望ましい基礎的専門語として 318 語を選定している。語種は、漢語が
209 語（76.9％）と最も多くを占めており、漢語の構成字数は四字漢語が 33.7％と最多で、
次いで二字漢語（21.3％）、五字漢語（15.2％）、六字漢語（12.3％）と続き、漢語の多様
さが示されている。一方、今村（2014）4）は、大学の社会科学系基礎文献4 から、分野別
漢語語彙、社会科学共通漢語語彙、学術共通漢語語彙を特定している。特に、「学術共通二
字漢語 100（暫定版）」には「専門語」は含まれておらず、「物事を観察・記述したり、分
析・評価したりする際に不可欠な語彙」であると述べている。これらの語彙は、本学経営
学部で学ぶ留学生にとっても習得および理解の優先度が高い語彙と言え、「本学の経営学部
で学ぶ」という包括的な視点に立った「語彙シラバス5」の整理と教材化は急務であろう。 
 
III. 調査方法 
（１） 調査対象資料 
 本稿では、経営学部で学ぶために必要な基本語彙を調査するため、本学ホームページ上
で公開されている経営学部のシラバス6の「授業目標・到達目標」欄を調査対象とした。シ
ラバスには、その年に開講される科目の担当教員・単位数・学習目標・評価方法・各回の
内容・教科書などが掲載されている7。いわば、授業の「計画書」であり、学生が履修科目
を選択する際に参考にするものでもある。中でも「授業目標・到達目標」欄8は、その授業
の全体像がわかりやすくまとめられており、その科目の特性が表れているため、本研究（試
行調査）の対象とした。なお、本調査は日本語の語彙を調査対象としているため、公開さ
れている 352 科目のシラバスのうち、「授業目標・到達目標」欄が日本語で記述されてい
る表１の 339 科目を調査対象とした9。 
 
表１ 調査対象シラバス一覧 
 
 
                                                  
4 今村（2014）は、商学、経済学、社会学、国際政治学、法学の専門基礎文献 28 冊を調査している。 
5 森（2016：ⅳ）5）は、「語彙シラバス」を「言語の習得に必要な語を、理念やニーズに基づいて配列
し、学習者に提示するためのもの」と定義している。  
6 http://www.seijoh-u.ac.jp/business/business-syllabus/（アクセス日 2017 年 8 月 30 日～9 月 1 日） 
7 星城大学経営学部『学生生活のしおり  2017 年度版』p.6 より 
8 「授業目標・到達目標」欄は、「星城大学経営学部『シラバス』原稿作成要領」により 200～250 字で
具体的な授業目標を記入するよう求められている。  
9 英語で「授業目標・到達目標」欄が記載されている英語系科目 13 科目は調査対象外とした。また、シ
ラバスは、同一科目を担当する複数の担当者が連名で１点提出している場合と、「ゼミナール」など複数
の担当者がそれぞれ提出している場合とがあり、開講されている科目数に一致するものではない。  
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（２） データの分析方法 
 本調査では、調査対象資料から頻出語および複合語を抽出するため、KH Coder10を用い
た。KH Coder は、計量テキスト分析11のために開発されたものであるが、形態素解析に
よって抽出されたことばを様々な形で分析でき、言語研究分野でも活用されている。本調
査では、樋口（2014：106）6）、石黒（2016：168-169）7）を参考にし、調査対象資料を次
のようにデータ化し、分析を行った。 
1. シラバスの「授業目標・到達目標」欄を MS WORD に入力し、機種依存文字およ
び表記ゆれを次のように修正。 
・ローマ数字、丸付き数字：アラビア数字に置き換え 
・文中の「・」、「／」、「：」を読点に、文末の「？」を句点に置き換え 
・文頭の「・」、「★」、「※」などの記号を消去 
・半角カタカナを全角カタカナに統一：例 「ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ」 →「 マーケティング」 
・全角英字固有名詞を半角に統一：例 「ＷＥＢ」→ 「WEB」 
・科目名を表す数字を消去：例 「自分づくりゼミⅡ」→ 「自分づくりゼミ」 
2. 分析対象データを MS Excel に入力し、データ化。 
3. KH Coder で「前処理」を実行し、解析。抽出語リストを確認し、語彙が分割され
たと思われるものは、「語の抽出結果を確認」し、元の語彙を「語の取捨選択」欄
で強制抽出する語に指定した上で、再度「前処理」を実行し、頻出語を抽出。 
・例：「コトラ」、「－」は「コトラー」として強制抽出する語に指定 
    4. KH Coder の「茶筌」を用いて「複合語」を抽出。  
 
IV. 調査結果と考察 
（１）経営学部シラバスにおける頻出語の難易度 
 KH Coder による解析の結果、調査対象資料の総抽出語数（延べ数）は 43,013 語（異な
り語数 2,944 語）であり、そこから分析対象として抽出された語数は 19,627 語（異なり
語数 2,538 語）であった12。本調査では、「頻出語リスト」の上位 526 語（出現回数７回以
上）について、分析を行った（頻出 526 語の詳細については、【資料】を参照のこと）。 
 まず、この頻出 526語について、語彙の難易度を「リーディングチュウ太（Reading Tutor）」
の「語彙チェッカー」13を用いて測定した。語彙チェッカーは、日本語能力試験（JLPT）
の出題基準に基づいて、単語の難易度を判定するものであり、N1 から N5、「級外」、「そ
の他」に分類される。なお、語彙チェッカーは旧日本語能力試験出題基準に基づいている
ため、N2 と N3 レベルは１つのカテゴリーとして判定される。その判定結果を表２に、「級
外」および「その他」に分類された語を表３に示す。「その他」と分類された３語は、アル
ファベットで表記された IT 用語であり、「級外」の語彙 87 語彙と併せ、90 語（17.1％）
                                                  
10 本調査では、KH Coder Version 2.00f を用いた。 
11 樋口（2014）は「計量テキスト分析」を「計量的分析手法を用いてテキスト型データを整理または分
析し、内容分析（content analysis）を行う方法である」（p.15）と定義している。 
12 KH Coder では、「特に設定を変更しない限り、助詞や助動詞のように、どのような文章の中にでもあ
らわれる一般的な語は分析から除外され」、分析対象となる語が抽出される。（樋口  2014：125）  
13 「リーディングチュウ太」の「語彙チェッカー」http://language.tiu.ac.jp/index.html 
（アクセス日  2017 年 9 月 24 日）  
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が出題基準外の語彙であるということができる。 
これらから、調査対象資料であるシラバスの「授業目標・到達目標」欄の頻出 526 語は、
日本語能力試験の出題基準語彙で 82.9％がカバーされていることがわかる。中でも、N2
相当レベルの語彙が 43.0％と最も多く占めており、N2 レベルの留学生は同欄の頻出 526
語の 65.8％が理解できるということになる。一方で、N1 レベルおよび級外、その他の語
彙が 34.2％を占めていることから、経営学部で学ぶためには幅広い語彙力が必要であると
いうことも言える。 
 
表２ 頻出語上位 526 語の日本語能力試験出題基準によるレベル別語彙数 
 
 
表３ 「級外」および「その他」に分類された語彙一覧（頻出順）14 
 
 
（２）経営学部シラバスにおける頻出語の語種 
頻出 526 語の語種を日本語能力試験出題基準によるレベル別に分類したものが表４であ
る15。なお、抽出語がどのようにシラバスで用いられているかを確認するため、KH Coder
の KWIC コンコーダンスに抽出語を入力し、使用状況を確認後、語種の判定を行った。 
 
表４ 頻出語上位 526 語の語種内訳 ※（ ）内はレベル別語彙数に対する％を指す  
 
                                                  
14 それぞれの語彙の頻出回数は、巻末の【資料】を参照のこと。  
15 語種の判定は、山田他編（2010）『新潮現代国語辞典第二版』新潮社に従った。なお、「ヒト」「モノ」
は、和語の「人」「物」をカタカナ表記した経営学の専門語であると捉え、「和語」と判定した。  
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 表４から、頻出 526 語のうち、漢語が 357 語（67.9％）を占めており、特に、N5 から
N1 へとレベルが上がるにつれ、漢語の占める割合が増加していることがわかる。和語は、
N5 レベルの語彙が 6 割と最も多くを占め、基本的な和語の汎用性の高さが表れていると
言える。また、級外の語彙は、外来語が他のレベルに比べ 2 割という高い割合を占めてお
り、大学教育において日本語能力試験の出題基準外の外来語が多く用いられていることが
わかる。さらに、表３に示したように、級外の語彙にみられる漢語、外来語には、専門語
だけでなく、学術共通語彙だと思われるものや、国名や本学の所在地に関連する地名も含
まれており、本学で学ぶ留学生には理解が望ましい語であると言える。 
 次に、漢語 357 語の構成字数を見ると、一字漢語 6 語（1.7％）、二字漢語 344 語（96.4％）、
三字漢語 5 語（1.4％）、四字漢語 2 語（0.6％）であった。本調査において二字漢語が圧倒
的に多くなった背景は、形態素解析によって複合語が分割されたことによるものであろう
16。よって、次節で複合語の特徴を考察することとし、ここでは二字漢語を考察する。表
５は、今村（2014：35）が提示した「学術共通二字漢語 100（暫定版）」の 100 語のうち、
本調査でも抽出された二字漢語 61 語のリストである。これらの語彙は、本学においても
基本語彙として学ばれるべき語彙であることは明らかであろう。 
 
表５ 二字漢語のうち「学術共通二字漢語 100（暫定版）」に含まれている語（頻出順） 
 
 
（３）経営学部シラバスにおける複合語の特徴 
本調査資料から、KH Coder の「茶筌」を用いて「複合語」を抽出し、上位 97 語（頻出
数７回まで）を一覧にしたものが表６である。語種の内訳は、漢語 81 語（83.5％）、和語
2 語（2.1）、外来語 1 語（1.0％）、混種語 13 語（13.4％）であった。また、漢語 81 語の
構成字数は、二字漢語 1 語（1.2％）、三字漢語 39 語（48.1％）、四字漢語 33 語（40.7％）、
五字漢語 3 語（3.7％）、六字漢語 5 語（6.2％）であり、三字漢語と四字漢語で 9 割弱を占
めた。複合語の構成要素は、「～的」が 15 語で最も多く、次いで「～者」（7 語）、「～能力」
（6 語）、「～力」（4 語）、「～活動」（3 語）であった。さらに、混種語 13 語のうち、10 語
は漢語と外来語から構成されていた。これらから、複合語の理解には、それらを構成する
基本語彙、特に漢語の習得が重要であるといえる。 
 
V. まとめと今後の課題 
本稿では、留学生に対する基本語彙習得教材作成の基礎資料とするため、教養教育科目
を含めた経営学部のシラバスの「授業目標・到達目標」欄を調査対象とし、頻出語彙 526
語と複合語 97 語の特徴を分析した。調査結果から、これらの語彙は経営学部で学ぶため
                                                  
16 例えば、「利活用」は「利」と「活用」に分割されている。  
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の「基本語彙」の目安となることがわかった。しかし、シラバスの一部を用いた試行調査
のため、必ずしも基本語彙となる語彙が抽出できたとは言えない。今後は、シラバスの「講
義計画・内容」欄や実際の教材を調査対象とし、より厳密な基本語彙リストを作成し、留
学生が入学前からそれらの語彙を学ぶことができる教材開発につなげたい。 
 
表６ 経営学部シラバスにおける複合語（上位 97 語）一覧 
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